
学校生活

　僕が下妻一高に入学してから、もうすぐ３ヶ
月となります。最初は、不安な気持ちもたく
さんありましたが、今は友達と楽しく過ごすこ
とができています。

　下妻一高の授業は基本５５分授業で、午前３時間、午後３時
間です。先生たちがわかりやすく教えてくれ、質問にも答えて
くれるのでとても充実しています。
　６月には、最も大きな行事のひとつの文化祭が行われました。
中学校よりもいろいろなイベントがあり、１年生から３年生ま
で全員が盛り上がることができます。その他にも、体育祭、ク
ラスマッチ、踏破会、などたくさんの行事があるので、みん
なで楽しみましょう。
　部活動では、僕は硬式テニス部に入部しました。先輩方は
優しく、初心者でもすごく楽しむことができています。中学校
よりも選択の幅があり、兼部もできるので、自分の好きなこと
をすることができます。
　みなさん、僕たちと一緒に楽しい高校生活を送りましょう。

1年　須藤　颯斗
桜川中学校出身
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部活動・自学

医学部医学科進学支援医学部医学科進学支援３ ４ 部活動強化支援部活動強化支援

５ 進路探究進路探究 ６ 地域探究地域探究

医学セミナー ※医師、医学生との交流

東大医科学研究所

メンタルトレーニング

運動部講演会（栄養講座）

小・中・特別支援学校との交
流や地域探究を通して地域との
連携を考える。

全国規模での活躍を目指した
高いレベルでの専門的指導を
受ける。

難関大学合格を目指し、そのモ
チベーションと学力を高める。

国際的な視野に立って考え、行
動できる力をつける。

医療の現状と医師の使命につ
いて学ぶとともに、医学科進学
への力をつける。

医療の現状と医師の使命につ
いて学ぶとともに、医学科進学
への力をつける。

生徒一人一人の主体的、かつ総
合的なキャリア形成を目指す。

世界に輝け！ 為櫻学園　　  プロジェクト
（茨城県一人一人が輝く活力ある学校づくり推進事業　重点校）

地域社会のみならず国際社会にも貢献できる人材育成のために、以下に挙げる6本の柱を中心に、様々な事業を通して、
生徒の総合的なキャリア形成をサポートしています。

・ホームスティ
・語学研修
・大学訪問
・研究所訪問

・宿泊語学研修（２泊３日）
・スピーチコンテスト
・Critical thinking 学習

ボストン語学研修

ブリティッシュヒルズイングリッシュセミナー

ハイレベル課外

英数国学習方法講演会

東大オープンキャンパス

東大講座

学習合宿

医学部学習方法講演会

医大キャンパス訪問

東大医科学研究所訪問

医学セミナー

外部指導員活用プログラム

特別講師による講演会
（メンタルトレーニング等）

先輩講話

志望理由書講習会

筑波大学中心
オープンキャンパス

1日看護体験

出前授業

卒業生懇談会

教育学部系進学研究会

ヤングティーチャーズ派遣

特別支援学校サポート

ボランティア活動

ジャーナリズム
探究

１ 為櫻グローバルプログラム（ＩＧＰ）為櫻グローバルプログラム（ＩＧＰ）

IGP 語学研修 学習方法講演会

東大オープンキャンパス

2 難関大学進学支援「東大倶楽部」難関大学進学支援「東大倶楽部」

語学研修

教育学部系進学研究会

卒業生懇談会

ヤングティーチャーズ

ボランティア活動

キャリア
教育

体験記（ボ ス ト ン 研 修）
２年　堀江　萌香（千代川中学校出身）

　私がボストン研修に参加した理由は、以前から海外に憧れを抱いていたことと、自分の英語力を高めたかったからです。実際、この研
修は、私にとって、英語力の向上だけでなく、自分を成長させてくれる大きな機会となりました。また、この研修を通して、様々な体験の
中には多くのチャンスがあふれており、そのチャンスを生かし、どう自分の糧にしていけるかがとても重要であるということを学びました。
私は、このボストン研修における様々な体験や学んだことを、今後、たくさんのことに生かしていきたいです。
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